
経験をより効果的に
学生に伝えるための
授業方法論

特別講座

同志社大学教育開発センター・
社会福祉教育・研究支援センター（Ｄｏ-ＥＲＣ-ＳＷ）共催

2010年11月27日（土）
場　　所　同志社大学新町キャンパス臨光館312教室
　　　　　　　（アクセスはホームページをご参照下さい。http://www.doshisha.ac.jp/access/ima_access.html）

対　　象　社会福祉学の教育に携わる方
　　　　ケースメソッド教授法に興味のある方
開　　場　16：00～（受付開始）
時　　間　16：30開始　18：00終了予定
参加費用　無料
定　　員　20名
講　　師　上野哲先生

開催日

～ケースメソッドは本当に教育実践として
　価値があるのか～

本講座は、2010年度同志社大学教育
開発センター教育方法教材開発費制
度の助成により運営いたします。

このたびは、医学・看護・教育等さまざまな領域において倫理学教育実践に取り組
まれている上野哲先生をお招きし、ケースメソッド教授法の理論と実践を学ぶ研究
会を企画いたしました。昨年度は、「ケース教材の利用」「参加者による議論」「直
接教えない講師」「協働的な態度」をキーワードに、討議による学びを通じて自ら
の実践経験や専門知識を自分で体系化することを学習する事例教育法「ケースメ
ソッド教授法」を学ぶため、入門編として外部講師をお招きしました。本年は、本
学社会福祉学科提供の社会福祉実習や卒業生対象の現任訓練の場において本
方法を導入する中から湧いてきたさまざまな疑問に応えていただくべく、さまざまな
領域でケースメソッド教授法を実践しておられる講師をお招きし、本講座を企画い
たしました。講座においては、参加者には、講義とケースメソッドの双方の方法で
学ぶということを体験的に経験しながら、講師の先生を交えて「学ぶこと」「教え
る」ことの原点に立ち返るひとときをともに過ごしていただけましたら幸いです。



以下までに事前に参加希望の旨ご連絡ください。
申し込み方法：①お名前、②御所属、③現在の職種、④連絡先（住所・メールアドレス・電話番
号）を必ず明記の上、以下までご連絡ください。Ｅメールでご連絡ください。

　■問合せ及び申し込み先
　　同志社大学社会福祉教育・研究支援センター　ケースメソッド研修担当　宛　　　
　■Ｅメールアドレス
　　derc-sw@mail.doshisha.ac.jp 

1972年生まれ。広島大学大学院文学研究科博士課程修了。博士（文学）。応用倫
理学専攻。日本学術振興会特別研究員、広島大学教育学研究科勤務を経て、現
在小山工業高等専門学校一般科講師（哲学・技術者倫理担当）。主著『応用倫理
学事典』（共著）丸善、2008年、『教育と倫理』（共著）ナカニシヤ出版、2008年、
『教育〈岩波応用倫理学講義6〉』（共著）岩波書店、2005年、「ケーススタディに
基づく看護職倫理教育の課題と展望」『医学哲学医学倫理』第25号、2007年、「ハ
ンセン病療養所の課題─新良田教室卒業生への聞き取り調査を手がかりに」
『医学哲学医学倫理』第22号、2004年、「「ケア」をめぐる問題点」『日本の科学
者』第38巻3号、2003年ほか。

上野 哲（うえの てつ）先生 
Tetsu Ueno

本年度より、本学で社会福祉学を学んで社会福祉現場で働く卒業生を対象に、毎月1回
定例カンファレンスを開催しています。概ね卒後1年目から5年目程度の方が対象となります。
2010年3月から開始し、すでに7回開催し、毎回卒業生が集って討議をしています。
興味のある方は上記センターまでお知らせください。

講師
紹介

《定例カンファレンス　11月講座》

 ●申し込みについて（締切り：2010年11月25日 木曜日）

「クライアントや同僚・上司とよりよい人間関係を築くために」
～哲学の理論をヒントにソーシャルワーカーとしての「私」をとらえなおす～

開 催 日 　2010年11月27日（土）
場　　所　同志社大学　新町キャンパス　渓水館1階会議室　
対　　象　本学社会学部社会福祉学科を卒業したソーシャルワーカーの方
開　　場　18：30～（受付開始）
時　　間　19：00開始　21：00終了予定　　　
参加費用　無料
定　　員　20名
講　　師　上野哲先生

お 知 ら せ


